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 サリドマイド薬害問題を教訓としたRAD-AR※活動を目的に、1989年創立
※RAD-AR（Risk / benefit Assessment of Drugs -Analysis & Response）

 会員製薬企業のほか、日本医師会・日本薬剤師会・アカデミア・患者支援団体からの役員で
理事会を構成

 ４つの委員会および患者向け医薬品説明書「くすりのしおり」の提供等の事業を実施
 くすりのしおりコンコーダンス委員会
 くすり教育・啓発委員会
 先進医療製品適正使用推進委員会
 薬剤疫学委員会
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VISION
誰もが健康な生活を実現するため、 信頼できる情報をもとに判断し、 行動できる社会を目指す。

MISSION
信頼できる情報を作ります、広めます、 繋ぎます。
信頼できる情報の見分け方、作り方を広めます。

協議会について



 患者さんへの服薬説明指導書として開発
 医療用医薬品添付文書をもとに、患者・家族

にも理解しやすい表現でA4一枚程度にまとめ
たもの

 製薬企業約190社が作成。くすりのしおり数に
応じて管理手数料を負担。

 薬価収載の内服剤の約85％を網羅。注射
剤も作成。

 英語版も作成
 サイトの閲覧のほか、医療系システムにも搭載

して提供
 サイトの閲覧者の75％が患者・家族
 8割がスマホからのアクセス。

くすりのしおり®
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くすりのしおり日本語版の印刷画面

Web印刷版 Word版
薬剤師が加工可能

 Web印刷版に加えてWord版を薬剤師が患者に合わせて加工して印刷することも可能



くすりのしおり英語版の印刷画面
 英語版
 外国人対応
 渡航者対応
 多言語への翻訳アプリ

にも有用
 2024年12月10日現在

日本語版 15,246
英語版 10,851  
カバー率 約71％
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くすりのしおりの作成手順
 「くすりのしおり作成基準」に基づいて、製薬企業が作成。
 「くすりのしおり作成基準」は、2022年４月に、患者向医

薬品ガイドとの整合も考慮して改訂済み。
 協議会内で外形的なチェックのあと、外部の薬剤師により、

医療用添付文書の内容との整合性
について問題がないかをチェック

 英語版については、外部の専門家
により、日本語版との比較で内容に
問題がないかをチェック

 必要な修正を行ったのち、データ
ベースにアップロード

製
薬
企
業
（
約
１
９
０
社
）

2次チェック
外部の薬剤師による

内容確認
（添付文書、作成基準

との突合せ）

①原稿案提出

③修正依頼

④修正原稿
提出

①原稿案提出

③修正依頼

④修正原稿
提出

2次チェック
外部の英語確認者に

よる内容確認
（ガイドラインとの突合せ、
英文チェック、ネイティブ英

語化）

１次チェック
協議会において
外形的確認

１次チェック
協議会において
外形的確認

協議会日本語版
②確認 ⑤再確認

②確認 ⑤再確認

英語版

くすりのしおりのチェック体制
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くすりのしおりの閲覧状況
 くすりのしおりは、多くがGoogle（Yahooも）検索で入ってきている。
 検索アルゴリズムの変更により増減するが、サイトの閲覧数は月600万PV。

（後述の医療系システムでの閲覧数は含まれていない。）
 サイト閲覧者の75％は一般の方であり、そのほとんどが患者・家族。
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合計 73システム

 くすりのしおりデータをデータベース化し、医療系システムベンダーに有償提供。徐々に拡大中。
 システムベンダーからの利用料はくすりのしおりミルシルサイトの運用費用に充填。

薬剤師のくすりのしおり活用実態
Web調査 ｎ=324

医療系システムへのデータ提供数
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2020年調査 https://mmdlabo.jp/investigation/detail_1905.html ※1 「くすりのしおり」サイトへのリンクなどを使用しているシステム

MMD研究所のお薬手帳アプリについての調査結果
20歳～69歳の男女12,517人 赤アンダーラインは契約済みアプリ

 くすりのしおりを利用契約をしている電子お薬手帳
アプリが増えている。

 利用者の多いアプリにすでに搭載済み。

くすりのしおりを利用している主な電子お薬手帳
企業名 アプリ名

株式会社くすりの窓口 EPARKお薬手帳
harmo株式会社 電子お薬手帳「harmo」
株式会社ファルモ 次世代クラウド健康管理サービス「ファルモ」
ウィーメックス株式会社 ヘルスケア手帳 ※1
イントロン株式会社 あなたの調剤薬局
株式会社アインファーマシーズ いつでもアイン薬局アプリ
株式会社スギ薬局 スギ薬局おくすり手帳アプリ

メドピア株式会社 kakari
公益社団法人日本薬剤師会 eお薬手帳
株式会社 関西メディコ サン薬局アプリ
株式会社ケイ・ディ・フドー LAG薬局アプリ
株式会社南山堂 南山堂アプリ
株式会社 エムティーアイ CARADAお薬手帳
株式会社新生堂薬局 新生堂お薬手帳
株式会社アイセイ薬局 おくすりPASS ※1
インフォテクノ株式会社 HeaLis+※1
総合メディカル株式会社 ヘルスケアアプリ「タヨリス」 ※1
株式会社カケハシ おくすり連絡帳
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電子お薬手帳でのくすりのしおりデータの活用



(注)国立がん研究センターがん情報サービス
日本医療機能評価機構による診療ガイドライン集Minds
国立成育医療研究センター妊娠と薬情報センター
慶應義塾大学病院医療健康情報サイトKOMPAS 等

 「くすりのしおり® 」サイトに信頼できる
各種患者向け情報を連携するシステ
ムを開発し、プラットフォーム型のサイト
として2022 年４月に公開

（注）
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くすりのしおりミルシルサイト



くすりのしおりミルシルサイトイメージ
 製薬企業作成の患者向け資材（いわゆる患者指導箋）をワンタップで連携
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使用方法動画 疾患情報Webコンテンツ患者指導箋PDF資材
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掲載資材数 連携したくすりのしおり数

76

 76社が１つ以上の資材を掲載ずみ
（しおり掲載会社の40.6％）

患者向け情報掲載状況（2024年11月末現在）

3,228

 1,748件の資材が3,228件のくすりのしおり
に連携ずみ （全しおりの21.3％）

1,748

掲載会社数
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 2024年４月、患者向け資材を搭載した最初のシステムが稼働

※「AnyCOMPASS」は、三菱電機ITソリューションズ
株式会社の登録商標です

剤形写真をタップすると
次ページのようにくすり
のしおりが閲覧できる。
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薬歴管理サービスでの利用
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薬歴管理サービスでの利用



 くすりのしおりミルシルサイトに掲載された患者向け資材を、すでに活用いただいた薬剤師からは
具体的な活用事例も報告されている。
 服薬指導端末のデスクトップにリンクURLを設定しておき、吸入薬等の指導の際に参考資料を印刷でき

るようにしておく
 メーカーの適切な資材があるので、患者様のニーズに合わせてプリントアウトして服薬指導時に利用した
 手元にない資料があったので、〇〇〇病についての生活上の工夫の資料を印刷した
 服薬指導のために「病気を知る」を薬剤師の知識確認に活用した
 メーカー資材が手元にないときに、印刷で対応するとき便利
 印刷した資材等を示しながら例えばRMPにある注意すべき

副作用等を丁寧に説明した

患者向け資材の活用

情報が参考になった, 
84%

情報を見なかった
11%情報は参考に

ならなかった
5.5％

 くすりのしおりを閲覧した一般の方のうち、20％が患者
向け資材の掲載タブをクリック・タップして資材を見ており、
そのうちの84％がその情報が参考になったとしている。

ミルシルサイトでの簡易アンケート
タブに気づいて開いた方97名の回答結果
（掲載されている情報は参考になりましたか？）
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 調剤報酬の加算点数の設定を受け、患者向けRMP資材の
ニーズが高まっている。

 くすりのしおりミルシルサイトでは患者向けRMP資材があるかど
うかで検索可能。

 RMP資材にはマーク
をつけている。

 オンライン服薬指導
時にもくすりのしおり
からすぐに共有可能。

くすりのしおりミルシルサイトでの情報提供の工夫

検索窓で、RMP資材のあるもの
を選択できる。
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 くすりのしおりの下部にある「くすり知恵袋」から、外部の信頼できる医療情報サイトに飛べる。

外部の信頼できるサイトを紹介

(注)上記サイトの他、以下のサイトを紹介
日本医療機能評価機構による診療ガイドライン集Minds
eJIM 情報の見極め方
e-ヘルスネット 17



 医療の現場にも「やさしい日本語」の導入が進んでおり、外国人、高齢者への対応を考慮して、
くすりのしおりにおいても「やさしい日本語」の導入の検討を進めている。
 難しい医学用語、言葉を一般的な言い方に置き換える。
 長い文章は避け、分けて記載する。シンプルな説明にする。
 結論を先に記載する。

改定前 改定後
アレルギー症状の原因となる物質（ヒスタミンなど）の体内
での産生や放出を抑え、また、このような物質のはたらきを
妨げることにより皮膚や鼻のアレルギー症状を消失もしくは
和らげます。
通常、アレルギー性鼻炎、蕁麻疹、皮膚疾患に伴う痒みの
治療に用いられます。

鼻や皮膚のアレルギー症状をおさえます。通常、アレル
ギー性鼻炎、じん麻疹、皮膚疾患に伴うかゆみの治療
に用いられます。

飲酒により精神症状、激しい腹痛、嘔吐、潮紅があらわれ
ることがあるので、使用中は飲酒を避けてください。

この薬を塗った後は、お酒を飲まないでください。お酒を
飲むと、精神症状、激しい腹の痛み、吐く、皮膚の赤み
（潮紅）があらわれることがあります。

「やさしい日本語」の導入検討

作成ルールの事例（定型文部分は未検討）
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まとめ
 くすりの適正使用協議会では、患者さんに副作用の第一発見者になってもらうため、特にハイリ

スク薬については、副作用の初期自覚症状についての情報を適切に届けることが重要と考えてい
ます。

 くすりのしおりの以下のような強みを生かして、今後とも、薬剤師の服薬指導を支援するとともに、
患者にも常に最新の情報を届けていきます。
 サイトの閲覧は、月に数百万人
 電子お薬手帳、電子カルテ、薬歴管理システムなどにも多数搭載。
 製薬企業作成のよりわかりやすい患者指導箋、疾患情報等を連携して提供（患者向け

RMP資材や動画なども）
 英語版も提供
 「やさしい日本語」を導入した、わかりやすい資材の作成を検討中

19


	患者さんに�信頼できる医薬品情報を届けたい
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19

